
新自由主義に対抗する協同
組合運動

賀川豊彦「神の国」運動の現代的
視座

稲垣久和



感染拡大 vs 経済を回す

• 「Go To トラベル」 →経済も回らなくなった
• 新自由主義はカルト宗教化！ →資本主義の最
終形態

・ポリテイカル・エコノミーの必要性

• 経済中心の社会から人間中心の政治経済へ
⇓

• 「経済人間」（homo economicus）から「倫理人
間」へ（homo ethicus＝自己愛＋利他主義）



「神の国論」としての協同組合運動

• 資本主義（新自由主義）のオールターナテイ
ブは社会主義なのではない。

• そもそも日本国憲法の下であらゆるものを市
場化していく新自由主義は許容されないであ
ろう。なぜなら国民に基本的人権が保障され
ているのだから。

• 戦前とは異なり、憲法13条「公共の福祉」、21
条「結社の自由」、25条「生存権」



【石田スライドNo.9】より転載



日本宗教史

• 普遍的な「スピリチュアルな意味の世界」

• スピリチュアルな多層的構造と「超越/内在」

• 仏教 →仏、鎌倉仏教 慈悲の心

• 儒教 →天、江戸後期と明治期 仁の心

• キリスト教 →神 隣人愛



図1 四世界論としての創発的解釈学

主観が実在（リアリティ）を認識する仕組みを著者は創発的

解釈学と呼んでいる。世界1（自然的・身体的意味の世界）、
世界2（心理的意味の世界）、世界3（社会的・倫理的意味
の世界）、世界4（スピリチュアルな意味の世界）。

出典：稲垣久和『宗教と公共哲学―生活世界のスピリチュアリティ』東京大学出版会、
2004年、62頁より抜粋。
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賀川豊彦とfiduciary（受託者）

• 賀川の「神の国論」に基づく協同組合運動は信託理論の
構造を持っている。今日それは日本国憲法の中の信託理
論と主権論の中でよく理解できる。

・日本国憲法前文 「そもそも国政は、国民の厳粛な信託に
よるものであって、その権威は国民に由来し、その権力は国
民の代表者がこれを行使し、その福利は国民がこれを享受
する。」

・信託理論（fiduciary）の三者関係は委託者（天）、受託
者（代表者）、受益者（国民）であるが、背理的に国民
主権という形を取っている。天賦信託論（儒教の「天」）



キリスト教文化圏

• スイス連邦憲法（1999年）「全能の神の名に
おいて！スイス国民及び州は、被造物に対す
る責任を自覚し、・・・・」

• カナダ憲法（1982年）「カナダは、神の至高
性および法の支配を承認する原理に基礎づ
けられているので、以下のとおり定め
る。・・・」）



天賦信託論（儒教の「天」）

• 信託理論の三者関係
• 「そもそも国政は、国民（→天）の厳粛な信
託によるものであって、その権威は国民（→
天）に由来し、その権力は国民の代表者がこ
れを行使し、その福利は国民がこれを享受す
る。」

• 領域主権論の堅持（四セクター論＝ペストフ
の三角形とは異なる）→主権の分散



図1 「自己－他者」と「親密圏－公共圏」の図




